
                             

「時間を大切に！」 
                      副校長 米田 靖彦  

 

以前に、出かけた先で外国の方々と話す機会がありました。その会話の中で、「日本人は、働き者

ですね。」と言われました。外国の方から見ると、日本人はサマーバケーションなど長い休みも取ら

ず、仕事に熱心に取り組んでいるというイメージがあるようです。欧米では、夏に長期間の休みを取

り、家を離れバカンスを楽しむという習慣があり、あまり休まない日本人に対して「勤勉な人々」と

感じているのでしょう。 

 勤勉ということは、日本人のよさのひとつだと考えます。「日本人は、礼儀正しい。」と言われるこ

とも多いようです。あいさつをするとき、お礼をするときやお詫びをするとき、立ち止まってきちん

と頭を下げて礼をするので、そのように感じる外国の方が多いのでしょう。また、外国から来た方々

が、日本では電車が時刻表通りに来るということに驚かれるという話も聞きました。私は、電車を乗

り継いで通勤していますが、毎日毎朝ほとんど同じ時刻に学校へ到着します。これは、毎日通勤に使

っている電車がダイヤ通り正確に運行されていることを表しています。 

 時間を大切にするという姿勢も、日本人のよさのひとつであると考えます。最近、八幡小学校の子

供たちのことで嬉しく感じていることがあります。それは、新学期開始からほとんどの子供たちが登

校時間内に間に合うように登校していることです。時間を大切にしようとする子供たちが多いという

ことだと感じています。しかしその反面、若干名遅刻して登校して来る子供の姿を見かけ、心配もし

ています。子供たちが、成長して社会に出たとき、時間を大切にする姿勢が身に付いていないと、子

供たち自身が困ってしまいます。 

 保護者の皆様、各ご家庭でもまめに声掛けをして、お子様に時間を大切にする姿勢をしっかりと身

に付けさせ、毎日規則正しいルーティンで登校することを心掛け、「遅刻ゼロ」になるよう是非、ご

協力ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八幡小の公式ＨＰ  http://www.city.kita.tokyo.jp/gakkoshien/kosodate 
/shogakko/gakkojoho/kuritsu/hachiman/index.html 

       八 幡 だ よ り 

北区立八幡小学校  

          令和４年７月 第 ３ ８ ９ 号      

６月の主な出来事 

 ６月９日に全校で、他の日は各ク

ラスの体育の時間に、体力テストを

行いました。ペアの学年同士協力し

たり、去年よりも記録が伸びたこと

を喜んだりする児童の姿が見られる

など、皆意欲的に取り組みました。 


